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Journal
朔福岡大学学長が福岡大学西新病院をご訪問

年頭の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　

　皆さま、あけましておめでとうございます。本年も、皆さまにとって良い年となりますよう、心からお祈り

申しあげます。卒業生26万人超を擁する福岡大学は、西日本屈指の私立大学として、発展し続けています。教

育、研究、医療における本学のポテンシャルは高く評価されてきましたが、ここにきて、なお一層のステップ

アップが必要です。物事は短期的、中長期的計画と実行・評価・改善が必要です。所信にも書きましたが、信頼

される執行部体制を構築します。また、大学の将来は正しい方向、公正かつ公平な立場を遵守することを旨と

します。大学を取り巻く社会状況は、少子高齢化、情報化・AI 社会、国際化、財政危機、医師の地域偏在、専門

医制度、大学人の働き方改革、建物の安全性など、多くの案件が渦巻いています。ここ福岡大学西新病院も例

外ではありありません。ハードではなくハートで、そして、リスクマネジメントと監査視野を大切に、ソフト

ランディングできるように模索します。これからのリーダーシップの在り方が福岡大学の将来を決めていく

と考えますが、私はサーバントリーダーシップ、気が付いたら全体がレベルアップしていたように持ち上げ

ていきたく存じます。多様化する社会に、良心、理性、自由選択の３本柱を大切にしていく所存です。次のス

テップとしての Society5.0社会は、大学人の知と若き人材をフルに活用し、実現されていきます。やはり、教

育と研究の活性化しか大学は生き残る術がないのです。

 　私たちの世界は万事、定められた時があるそうです。いい言葉ですが、大学改革を推進すべき時に新執行

部、大学役員を組織できたことを感謝し、たえず前進の姿勢で臨みます。大学運営は、ラグビーやボクシング

の試合と違います。弱いから負けるのではありません。逆に、強いから生き残るのではありません、変化に対

応できるものが生き残るのです。教育と研究の大学を張って、強者の余裕で勝ち抜けたいと考えます。福岡大

学西新病院の皆様、ご支援とご協力をお願いし、私の年頭の挨拶といたします。

令和2年1月6日

学長　　朔　啓二郎

特
集

令和 2 年１月 6 日朝 8 時の仕事始め、 学長より年頭の辞を賜りました！
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福岡大学西新病院のご紹介

2019年12月1日より福岡大学西新病院の病院長に就任いたしました。西新病院は、2018年4月1日に

開院し、「地域に信頼される医療の提供」を方針として運営されています。昨今の医療を取り巻く

状況は、大変厳しいことは言うに及びません。その中で「患者さん中心の医療」を提供し（Patient-

centered）、地域医療のニーズに答えることができるように病院の経営改善に関するアイディアを

積極的に実行（Community healthcare）、各診療科や多職種との連携を重んじて職員のモチベーショ

ンの向上を図り（Staff collaboration）、この PCS により、更なる西新病院を成長型組織へ向けて発展

的改革の実現に向けて努力する所存です。

福岡大学西新病院 病院長 

福岡大学医学部 心臓・血管内科学

　三浦　伸一郎

成長型組織とは、多職種の職員がお互い相手の立場を思いやり、助け合い

のできる暖かく、かつ、自己研鑽を怠らず、結果にこだわる厳しい組織
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診療科目は、循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、糖尿病・代謝・内分泌内科、一般内科（健診）、小

児科などです。地域の医療機関からの紹介患者を速やかに受け入れ、その特徴を活かして福岡大学

病院などの高度専門医療機関との密な連携により、地域医療と高度医療とを橋渡しできる新しい

形の地域医療連携を目指しています。

医師紹介
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Prof. S. Miura’s Commentary

朔福岡大学学長には、新年、朝早くから福岡大学西新病院をご訪問いただき、誠に有り難うございました。
これからの西新病院は、地域のニーズに合わせ、診療特化した医療を展開していく所存です。この挑戦は
始まったばかりです。多職種のスタッフと共に、今後とも宜しくお願い致します。

また、福岡大学の3病院は、循環器内科診療を実施しており、心臓・血管内科学講座（当講座出身

も含む）として、福岡大学病院循環器内科の43名の医師はもちろん当講座の所属であり、福岡大

学筑紫病院循環器内科（10名）と福岡大学西新病院循環器内科（6名）へも多くの医師を出向させ

ています。今後、福岡大学の循環器医療が飛躍的に発展するために、3病院の各循環器内科の特性

を生かしつつ三位一体となり、相補・互換性を持った運営に努める必要があります。3病院へ患

者様をご紹介していただいている先生方、同門会の先生方、当講座の先生方には、今後ともご指

導・ご鞭撻を宜しくお願いいたします。

福岡大学西新病院 福岡大学筑紫病院

福岡大学病院


